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呼 吸器 感染症 に対 す るCefotiamhexetilの 使 用経 験

松岡緑郎 ・北村 諭

自治医科大学呼吸器内科学教室*

慢性呼吸器感染症を主体 とした10症 例に,cefotiam hexetil(CTM-HE)の 経 口投与を

行い,そ の臨床効果および安全性 を検討 した。臨床効果判定では,有 効4例,や や有効5

例,無 効1例 で有効率は40.0%と やや低値であった。しかし,対 象症例の9割 が難治性の

慢性呼吸器感染症であった点 を考慮すれ ば,決 して低い有効率ではないと考えられた。

Haemophilus influenzaeに 対 する除菌効果が600mg/日 の投与では不十分であ り,更に投与

量 を増量 して検討する必要があると考えられた。臨床検査値の異常,自 他覚的副作用は1

例 もみられず,本 剤の安全性 は確認 された。
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現在 使 用 されて い る経 口 の セ フ ァロ ス ポ リンは,呼 吸

器 感染 症 の 治療 薬 剤 として は,抗 菌 スペ ク トル,抗 菌 力 と

もに必 ず し も十 分 とは言 え な い。経 口 剤 に比 し,注 射 用 セ

フ ァロ スポ リンは,抗 菌 ス ペ ク トル が広 く,抗 菌活 性 も強

い ことが知 られ てい る。しか し,注射 用 セ ファロス ポ リン剤

は,消 化管 か らの吸 収性 に乏 しい ため 経 口剤 と して は使

用 出 来 な か った。 今 回,武 田薬 品 工 業 株 式 会 社 よ り,

cefotiamの エ ステ ル化 に よ り,消 化管 吸収 性 が 改 善 され

た薬 剤cefotiamhexeti1(CTM-HE,SCE-2174)が 開

発 され た。当科 で も本 剤 の 有 用性 を,慢 性 呼 吸器 感染症を

主 体 に使 用 した ので,そ の経 験 を報 告 す る。

対 象 お よ び 方 法

昭 和61年8月 よ り12月 ま で に 当 科 外 来 で,

cefotiamhexetilを1日600～1200mg経 口 投与 し

た10例 を対 象 と し た 。性 別 は 男 性6例,女 性4例 で,

Table 1 Clinical effect of cefotiam hexetil on respiratory infection
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年齢 は23歳 から82歳 であった(Table1)。 対 象症

例10例 中9例 までが慢性呼吸器疾患であった。その

内訳 は,気 管支拡張症4例,び まん性汎細気管支炎

4例,慢 性気管支炎1例 であった。肺炎の1例 も基

礎疾患の気管支喘息 を治療中であった。

本剤投与 に際 しては,自 覚症状(発 熱,喀 疾,咳

漱増悪),炎 症所見の増悪,胸 部X線 写真上の陰影の

増悪の3項 目中,2項 目以上に合致する症例 を選択

した。投与開始前および終了時に喀疾の細菌学的検

索,血 液生化学検査,尿 検査を施行 した。

成 績

本剤使用前の喀疾の細菌学的検査では,6例 で起

因菌が同定 された。HaemOPhilzcs infiuenzaeが3例,

Streptococus pneumoniae,Serraha marcescee,

Acinetobacter calcoaceticusが 各1例 で あった

(Table1)。1日 投与量は600mgが7例,1200mg

投与 が3例 であり,投与期間は7日 か ら28日 で あっ

た。

臨床効果 は,臨 床症状(発 熱,咳 漱,喀 疾な ど)

の改善,炎 症所見(赤 沈,CRP,白 血 球数)の 正常

化を総合的に検討 し,判 定 した。なお,肺 炎につい

ては,胸 部X線 像の改善 も重要な判定根拠 として取

り扱った。

臨床効果判定 は有効4例,や や有効5例,無 効1

例 であった。

細菌学的には,S.Pneumontae, S,marcescensは

本剤投与により消失 したが,H.influeuzaeは3例 中

2例 が不変であり,1例 で減少 したにとどまった。

4.calcoaceticusも 菌消失には至らなかった。

血算,生 化学,尿 等の諸検査において,本 剤に起

因する異常値 は認め られなかった(Table2)。 自他

覚的副作用 もみ られなかった。

考 察

本剤 は注射用セファロスポ リンであるcefotiam

の エ ステル化により,消 化管吸収が改善された薬剤

である1)。現在使用 されている経 口のcephalexin,

cefaclorよ り強い抗菌力を有 している2)。特に呼吸

器感染症 の原 因菌 として重要視 されてい る3》H,

influmzaeに 対 して,臨 床分離株においても優れた

抗 菌 力 を示 してい る3)。H.influmzaeに 対 する

cefotiamのMICは0,78μ9/m1で あ り2),本 剤単回

200mg経 口 投与 のCmaxは2。04μ9/ml2)で あ る

ので,理 論上は十分な臨床効果が得 られると考えら

れ る。

今回の使用経験では,有 効率は40%と やや低率で

あったが,対 象症例のほ とん どが慢性呼吸器感染症

であった点を考慮すれば,決 して低い有効率 とは言

い難い。 しか し,今 回の検討で,H.influeuzaeが3

例 で分離 され,cefotiamに 対 するMICは 全例0.78

μg/mlと 低 値であったにも拘 らず,菌 が不変であっ

たものが2例 認められた。残 りの1例 も菌減少のみ

で,菌 消失には至 らなかった。今回の少数例の検討

か らは,慢 性呼吸器感染症に対する本剤600mg投

与 での除菌効果は,必 ずしも良好でなかった。今後,

投与量の増量の検討が必要 と考えられた。

本剤によると考 えられる副作用,臨 床検査値の異

常は1例 も認め られず,安 全な薬剤であることが確

認 された。
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CEFOTIAM HEXETIL IN RESPIRATORY INFECTIONS
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Cefotiam hexetil (CTM-HE) was administered orally to 10 patients with respiratory infection , and 
its clinical efficacy and safety were evaluated. Clinical response was good in 4, fair in 5, poor in 1, and 
the efficacy rate was 40.0%. The relatively low efficacy rate of 40%, was reasonable since 90% of the 
patients had chronic respiratory infections. 

The antibacterial effect on Haemophilus influenzae was not good when treated with 600 mg/day of 
cefotiam hexetil. 

No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


